東京 ジャ ー ミ イ 金 曜日 の ホ タ バ 
の 23tEGW 上 | 


天国 と その 住民 の 特徴 





親愛 な る ムスリム の 皆様 

天国 は 、 崇 高 な る アッ ラー が 信仰 する し も で 
の た め に 用 意 さ れ 、 様 々 な 上 恵み で 
飾ら れ た 永遠 の 幸福 の 園 で す 。 総 
対 的 な 公正 さ の 持ち 主 で あら れる 
アッ ラー は 、 試 練 で ある この 世界 
で 成功 し た 者 に 、 天 国 と いう 褒賞 
を 与え られ ます 。 行 われ た 善 は 全 
て 、 見 返り な く 放 っ て お か れる こ 
と は な い の で す 。 天 国 と 地獄 は 、 8 
この は か な い 世 界 に 意義 を 与え る 、 議 較 
永遠 の 場 な の で す 。 | 

プッ プー は 天国 を 求め る 信 背 堪 
ち に 次 の よう に 忠告 を 与え て お ら 
れ ま す 。 「 あ な た が た の 主 の 御 蔽 
し を 得る た め 、 競 いな さい 。 天 と 
地 程 の 広い 楽園 に (和信 る た め に ) 。 
それ は 主 を 謀 れ る 者 の た め に 、 準 
備 さ れ て いる 。」 (イム ラー ン 家 
章 133 節 ) 「 だ が 信仰 し て 善い 行い に 励む 者 は 、 わ 
れ は や が て 、 川 が 下 を 流れ る 楽園 に 入ら せ 、 永 遠 に 
その 中 に 住ま わせ よう 。 ア ッ ラ ー の 約束 は 真実 で あ 
る 。 誰 の 言葉 が アッ ラー の それ より も 真実 で あろ う 
か 。」 (婦人 章 122 節 ) 

来世 と 天国 で の 生 に つい て の 知識 が 、 ク ルアー ン 
22N デ イー ズバ 見 られ ます 。 還 昌 の の 9 アッ シン は クノ 
ノレ アー ン の 様々 な 箇所 で 、 天 国 と その 住民 に つい て 
私 た らち に 次 の よう に 語ら れ て お られ ます 。 「 わ れ は 
か れ ら の 心 の 中 の 妊 恨 を 除き 、 か れ ら の 足元 に 川 を 
0 の ゅ 。 の 40 ら 人 は 言 で あめ の ろう 。 ! わ た したら を この 
(幸福 ) に 御 導き 下さ れ た 、 ア デッラ ー を 讃え る 。 も 
し アッ ラー の 御 導 き が な か っ た な ら ば 、 わ た し た らち 
( 司 過 し て (EE し しく) 導 が れん が の らら と で あり まし よう 。 
主 の 使徒 た ち は 、 確 か に 真理 を 伝え まし た 。」 ( 声 
が あり ) か れ ら は 呼び か けら れる 。 「 こ れ が 楽園 で 
ある 。 あ な た が た は (正しい ) 行い の た め に 、 こ こ 
の 居住 者 と な れ た の で ある 。」 ( 高 長 章 43 節 ) 

宇 電 草 で は 、 天 国 の 住民 に つい て 次 の よう に 示さ 
れ て いま す 。 「 (即ち ) アッ ラー の 約束 を 全う し 契 
約 に 違反 し な いで 、 結 ば れる よう アッ ラー が 命じ ら 
れる 者 と 一 緒 に な り 、 主 を 明 散 し 、 (審判 の 日 の ) 
悪い 清算 を 恐れ る 者 で ある 。 ま た 主 の 御 顔 を 求め て 
員 え 忍 び 、 礼 拝 の 務め を 守 


り 、 わ れ が 糧 の た め に 与え た も の の 中 か ら 、 陰 に 陽 
に 施 し 、 ま た 善 に よっ て 悪 を 退け る よう な 者 は 、 
( 善 ) 果 の 住ま い を 得る 。 か れ ら は 、 そ の 祖先 と 配 
偶 者 と 子孫 の 中 の 善行 に 励む 者 と 一 緒 に 、 ア ドン 






(エデン ) の 園 に 入る で あろ う 。 そ し て 天使 た ちゃ も 
各々 の 門 か ら か れ ら の 許 に 入 
(っ て こう 反 捗 す ) る で あろ う 。 
「 あ な た が よく 耐え 忍 ん だ 故に 、 
あな た が た の 上 に 平安 あれ 。 ま 
あ 何 と 善 美 な 終末 の 住ま いで あ 
る こと よ 。」 (雷電 草 20 一 24 
節 ) 

信者 た ち 章 で は 、 天 国 の 住民 
と な る 信者 に つい て 湊 の よう に 
描写 され て いま す 。 ! 信 者 た ち 
は 、 確 か に 勝利 を 勝ち と る 。 か 
れ ら は 、 礼 拝 に 敬 庶 で あり 、 虚 
し い ( 凡 て の ) こと を 人 避 け 、 施 
し [ ザ カ ー ト ] の た め に 励み 、 
自分 の 陰部 を 守る 者 。 た だ し 配 
偶 と 、 か れ ら の 右手 に 所 有する 
者 (奴隷 ) は 、 別 で ある 。 かれ 
ら に 関し て は 、 答 め ら れる こと は な い 。 し か し 法 を 
越え て 求め る 者 は 、 ア ッ ラ ー の 控 に 背く 者 で ある 。 
また 信託 と 約束 に 忠実 な 者 、 和 目 分 の 礼拝 を (忠実 に ) 
守る 者 で ある 。 これ ら の 者 こそ 本 当 の 相続 者 で 、 フ 
ィ ル ダウ ス (天国 ) を 継ぐ 者 で ある 。 か れ ら は そこ 
に 永遠 に 住む の で ある 。」 (信者 た ち 草 1 一 11 節 ) 
天国 IGG 火 の で で ど 、 ア タク ーー の 2 を 朋 に た る こと 0 
大 き な 恵 み で す 。 ク ルアー ン で は 、「 そ の 日 、 或 る 
者 た ちの 顔 は 輝き 、 か れ ら の 主 を 、 仰 ぎ 見 る 。」 
(復活 章 22 一 23 節 ) と 呼ば れ て いま す 。 た だ 、 こ の 
全て の 恵み を 得る 媒介 と な る 、 ア デッラ ー の ご 満悦 を 
獲得 する こと は より 重要 な こと な の で す 。 崇高 な る 
アッ ラー は 次 の よう に 仰せ られ て いま す 。 「 だ が 最 
も 僅 大 な も の は 、 デ アッラー の 御 満 悦 で あや る 。 それ を 
得る こと は 、 至 上 の 幸福 の 成就 で や る 。」 ( 悔 悟 章 
72 節 ) 

今日 の フト バ を ドッ アー で 締め くく り ま す 。 ア ッ 
ラー が 私 た ち を 、 最 後 の 審判 の 日 に よい 形 で 裁き を 
有り け 、 ア デック シー に まみ えん の こと を の か な ん きせ て くだ 
さい ます よう に 。 


